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１１１１．．．．    主主主主要要要要業業業業績績績績

（１） 保有契約高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千件、億円、％）

平成１６年度上半期末 平成１７年度上半期末 平成１６年度末

件  数 件  数  金  額
区　　分

金  額

前年

同期比

前年度

末比

前年

同期比

前年度

末比

件 数 金  額

個 人 保 険 151 12,548 166 110.2 104.7 13,160 104.9 102.0 159 12,908

個人年金保険 3 158 3 99.8 99.4 157 99.4 99.3 3 159

団 体 保 険 － 2,016 － － － 2,111 104.7 106.0 － 1,991

団体年金保険 － － － － － － － － － －
    （注）個人年金保険については、年金支払開始前契約の年金支払開始時における年金原資と年金支払開始後契約
         の責任準備金を合計したものです。
　　　　　

（２） 新契約高　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千件、億円）

平成１６年度上半期 平成１７年度上半期 平成１６年度
金  額 金  額 金  額区　　分

件 数
新契約 転換によ

る純増加
件 数

新契約 転換によ
る純増加

件 数 新契約 転換によ
る純増加

個 人 保 険 12 1,002 1,002 － 15 928 928 － 28 2,039 2,039 －

個人年金保険 0 4 4 － 0 3 3 － 0 10 10 －

団 体 保 険 － 78 78 － 49 49 － 106 106

団体年金保険 － － － － － － － － －

    （注）１．件数は、新契約に転換後契約を加えた数値です。

         ２．新契約・転換による純増加の個人年金保険の金額は年金支払開始時における年金原資です。

（ 3 ） 医療保障・生前給付保障等（年換算保険料）              　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円、％）

区　　分
平成１６年度

上半期末

平成１７年度

上半期末
前年

同期比

前年度

末比

平成１６年度末

年換算保険料

（保有契約）
3,892 4,175 107.3 103.5 4,032

区　　分 平成１６年度上半期 平成１７年度上半期
前年同期比

平成１６年度

年換算保険料

（ 新 契 約 ）
307 352 114.6 657

    （注）１．医療保障給付（入院給付、手術給付等）、生前給付保障給付（特定疾病給付、介護給付等）、保険料払

込免除給付（障害を事由とするものは除く。特定疾病罹患、介護等を事由とするものを含む）等に該当する

部分の年換算保険料を計上しています。
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   ２．年換算保険料とは、１回あたりの保険料について保険料の支払方法に応じた係数を乗じ、１年あたりの

保険料に換算した金額です（一時払契約等は、保険料を保険期間で除した金額）。

   ３．年換算保険料（新契約）は、新契約に、転換による純増加を加えた数値です。

  （４）主要収支項目　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円，％）

平成１７年度上半期区　　分 平成１６年度上半期

前年同期比

平成１６年度

保険料等収入 15,319 17,482 114.1 30,900

資産運用収益 737 966 131.2 1,613

保険金等支払金 4,778 4,636 97.0 9,470

資産運用費用 12 5 43.5 25

（５） 総資産　　　　　　　　　　      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円，％）

平成１７年度上半期末区　　分 平成１６年度上半期末

前年

同期比

前年度

末比

平成１６年度末

総 資 産 92,230 113,203 122.7 111.0 101,971
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２２２２．．．．平平平平成成成成１１１１７７７７年年年年度度度度上上上上半半半半期期期期のののの一一一一般般般般勘勘勘勘定定定定資資資資産産産産のののの運運運運用用用用状状状状況況況況

（１） 運用環境

  平成17年度上半期の日本経済は、ＩＴ関連分野における調整が進むもとで企業部門と家計部門がともに改善

し、景気の回復に向けた期待感が強まりました。

  国内長期金利は原油価格の高騰に伴う日米の景気に対する不透明感の強まりを背景に、6月末にかけて低下基

調を辿り、10年物国債利回りで期初の1.3%台から1.165%まで低下しました。その後、日銀による景気の脱踊り

場宣言により景気の回復期待が高まると、金利は上昇基調に転じ、期末は10年物国債利回りで1.475%となりま

した。

  株式相場は期初、米国市場の下げ止まりや経済指標の予想比上振れを受けて日経平均株価は11,911円90銭まで

上昇しましたが、日米の景気に対する不透明感が強まると急落、4月下旬には10,770円58銭まで下落しました。6

月以降、主要国の株式市場と比較した日本株式市場の出遅れ感に着目した外国人投資家の買いが継続したことか

ら、国内株式相場は一本調子で上昇し、その後も景気回復期待の高まりを背景に一気に13,000円台を上抜け、期

末は13,574円30銭となりました。

（２） 運用方針

  当社は生保事業の社会性および保険商品（負債）の特性を考慮し、安全性を優先して長期的・安定的に収益確

保を図ることを基本方針に資産運用を行なうとともに、ＡＬＭ管理体制の充実を図り、リスク管理の強化に努め

ております。

  このため、債券につきましては、信用リスク軽減のため格付けの高い国内の公社債を中心としてポートフォリ

オに組入れております。

  株式の新規投資につきましては、投資信託を通じた運用を含め、リスク許容度の範囲を定め運用を行なってお

ります。

  また、保険約款貸付金以外の融資および不動産投資につきましては、引き続き運用を見合わせております。

       

（３） 運用実績の概況

  平成17年度上半期末の総資産は、前期末比11,232百万円増加し113,203百万円となりました。

  上記運用方針に沿って、増加資産の大半を国内の長期債券を中心に運用した結果、資産運用関係収益は966百

万円、資産運用関係費用は5百万円となりました。

  上半期末の主な資産構成は、国内公社債が95,968百万円（84.8％）、株式が5,685百万円（5.0％）、貸付金が

4,155百万円（3.7％）となりました。
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３３３３．．．．資資資資産産産産運運運運用用用用のののの実実実実績績績績（（（（一一一一般般般般勘勘勘勘定定定定））））

（１） 資産の構成　　　　　
                      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　      　（単位：百万円，％）

平成１６年度上半期末 平成１７年度上半期末    平成１６年度末
区　　　分

金　額 占　率 金　額 占　率 金　額 占　率
現 預 金 ･ ｺ - ﾙ ﾛ - ﾝ 3,697 4.0 3,824 3.4 3,676 3.6
買 現 先 勘 定 ― ― ― ― ― ―
債券貸借取引支払保証金 ― ― ― ― ― ―
買 入 金 銭 債 権 ― ― ― ― ― ―
商 品 有 価 証 券 ― ― ― ― ― ―
金 銭 の 信 託 491 0.5 ― ― ― ―
有 価 証 券 81,862 88.8 102,158 90.2 91,320 89.6
公 社 債 77,628 84.2 95,968 84.8 86,722 85.0
株 　 式 4,234 4.6 5,685 5.0 4,598 4.5
外 国 証 券 ― ― ― ― ― ―
公 社 債 ― ― ― ― ― ―
株 式 等 ― ― ― ― ― ―

そ の 他 の 証 券 ― ― 504 0.4 ― ―
貸 付 金 3,272 3.5 4,155 3.7 3,783 3.7
不 動 産 2 0.0 4 0.0 4 0.0
繰 延 税 金 資 産 ― ― ― ― ― ―
そ の 他 2,906 3.2 3,064 2.7 3,188 3.1
貸 倒 引 当 金 ▲1 ▲0.0 ▲3 ▲0.0 ▲1 ▲0.0
合 計 92,230 100.0 113,203 100.0 101,971 100.0
う ち 外 貨 建 資 産 ― ― 0 0.0 0 0.0

　　　 

（２） 資産の増減　　　　
                    　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   （単位：百万円）

区　　　分 平成１６年度上半期 平成１７年度上半期 平成１６年度

現 預 金 ･ ｺ - ﾙ ﾛ - ﾝ ▲1,153 147 ▲1,174
買 現 先 勘 定 ― ― ―
債券貸借取引支払保証金 ― ― ―
買 入 金 銭 債 権 ― ― ―
商 品 有 価 証 券 ― ― ―
金 銭 の 信 託 491 ― ―
有 価 証 券 7,742 10,837 17,200
公 社 債 8,194 9,246 17,288
株 　 式 ▲452 1,087 ▲87
外 国 証 券 ― ― ―
公 社 債 ― ― ―
株 式 等 ― ― ―

そ の 他 の 証 券 ― 504 ―
貸 付 金 355 371 865
不 動 産 ▲0 0 1
繰 延 税 金 資 産 ― ― ―
そ の 他 160 　▲123 442
貸 倒 引 当 金 ▲0 ▲2 ▲0
合 計 7,595 11,232 17,336

う ち 外 貨 建 資 産 ― 0 0
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（３） 資産運用収益
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

区　　　分 平成１６年度上半期 平成１７年度上半期 平成１６年度
利 息 及 び 配 当 金 等 収 入 722 926 1,562
預 貯 金 利 息 0 0 0
有価証券利息・配当金 680 864 1,472
貸 付 金 利 息 41 62 90
不 動 産 賃 貸 料 ― ― ―
そ の 他 利 息 配 当 金 ― 0 ―

商 品 有 価 証 券 運 用 益 ― ― ―
金 銭 の 信 託 運 用 益 ― ― ―
売買目的有価証券運用益 14 30 28
有 価 証 券 売 却 益 ― 9 21
国 債 等 債 券 売 却 益 ― 9 21
株 式 等 売 却 益 ― ― ―
外 国 証 券 売 却 益 ― ― ―
そ の 他 ― ― ―

有 価 証 券 償 還 益 ― ― ―
金 融 派 生 商 品 収 益 ― ― ―
為 替 差 益 0 0 0
そ の 他 運 用 収 益 ― ― ―

合　　　　　計 737 966 1,613

（４） 資産運用費用
（単位：百万円）

区　　　分 平成１６年度上半期 平成１７年度上半期 平成１６年度
支 払 利 息 0 0 0
商 品 有 価 証 券 運 用 損 ― ― ―
金 銭 の 信 託 運 用 損 8 ― 14
売買目的有価証券運用損 ― ― ―
有 価 証 券 売 却 損 ― 0 3
国 債 等 債 券 売 却 損 ― 0 3
株 式 等 売 却 損 ― ― ―
外 国 証 券 売 却 損 ― ― ―
そ の 他 ― ― ―

有 価 証 券 評 価 損 ― ― ―
国 債 等 債 券 評 価 損 ― ― ―
株 式 等 評 価 損 ― ― ―
外 国 証 券 評 価 損 ― ― ―
そ の 他 ― ― ―

有 価 証 券 償 還 損 ― ― ―
金 融 派 生 商 品 費 用 ― ― ―
為 替 差 損 ― ― ―
貸 倒 引 当 金 繰 入 額 0 2 0
貸 付 金 償 却 ― ― ―
賃貸用不動産等減価償却費 ― ― ―
そ の 他 運 用 費 用 3 3 6

合　　　　　計 12 5 25
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（５） 売買目的有価証券の評価損益
（単位：百万円）

平成１６年度上半期末 平成１７年度上半期末 平成１６年度末

区　　分
貸借対照表計上額

当期の損益に含
まれた評価損益

貸借対照表計上額
当期の損益に含ま
れた評価損益

貸借対照表計上額
当期の損益に含ま
れ た 評価 損 益

売買目的有価証券 491 ▲8 ― ― ― ―

（注）本表には、「金銭の信託」等の売買目的有価証券を含みます。

（６） 有価証券の時価情報（売買目的有価証券以外の有価証券のうち時価のあるもの）

（単位：百万円）
平成１6年度上半期末 平成１7年度上半期末

差　損　益 差　損　益区　　分
帳 簿 価 額 時 価

うち差益 うち差損
帳簿価額 時 価

うち差益 うち差損

満期保有目的の債券 38,837 38,531 ▲305 906 1,211 51,163 51,366 202 1,203 1,000

責任準備金対応債券 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

子会社・関連会社株式 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

その他有価証 券 40,411 43,025 2,614 3,124 510 46,769 50,995 4,225 4,602 376

公 社 債 38,192 38,791 598 1,108 510 44,050 44,805 754 1,130 376

株 式 2,218 4,234 2,015 2,015 ― 2,218 5,685 3,467 3,467 ―

外 国 証 券 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

公 社 債 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

株 式 等 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

その他の証券 ― ― ― ― ― 500 504 3 3 ―

買入金銭債権 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

譲 渡 性 預 金 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

そ の 他 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

　合　　　   計　 79,248 81,557 2,309 4,030 1,721 97,932 102,361 4,428 5,805 1,376

公 社 債 77,030 77,323 293 2,015 1,721 95,213 96,171 957 2,333 1,376

株 式 2,218 4,234 2,015 2,015 ― 2,218 5,685 3,467 3,467 ―

外 国 証 券 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

公 社 債 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

株 式 等 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

そ の 他 の 証 券 ― ― ― ― ― 500 504 3 3 ―

買 入 金 銭 債 権 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

譲 渡 性 預 金 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―

そ の 他 ― ― ― ― ― ― ― ― ― ―
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     （単位：百万円）
平成１６年度末

差　損　益区　　分
帳 簿 価 額 時 価

うち差益 うち差損

満期保有目的の債券 44,177 44,878 700 1,531 831

責任準備金対応債券 － － － － －

子会社・関連会社株式 － － － － －

その他有価証 券 43,548 47,142 3,594 3,844 250

公 社 債 41,330 42,544 1,214 1,464 250

株 式 2,218 4,598 2,380 2,380 －

外 国 証 券 － － － － －

公 社 債 － － － － －

株 式 等 － － － － －

その他の証券 － － － － －

買入金銭債権 － － － － －

譲 渡 性 預 金 － － － － －

そ の 他 － － － － －

　合　　　   計　 87,726 92,020 4,294 5,376 1,081

公 社 債 85,507 87,422 1,914 2,995 1,081

株 式 2,218 4,598 2,380 2,380 －

外 国 証 券 － － － － －

公 社 債 － － － － －

株 式 等 － － － － －

そ の 他 の 証 券 － － － － －

買 入 金 銭 債 権 － － － － －

譲 渡 性 預 金 － － － － －

そ の 他 － － － － －

（注）１．本表には、ＣＤ（譲渡性預金）等、証券取引法上の有価証券に準じた取扱いを

     行うことが適当と認められるものを含んでいます。

 ２．「金銭の信託」については、該当ありません。

・時価のない有価証券は保有していません。
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（７） 金銭の信託の時価情報

      （単位：百万円）

平成１６年度上半期末 平成１７年度上半期末

差損益 差損益区　　分 貸借対照表

計 上 額
時 価

うち差益 うち差損

貸借対照表

計 上 額
時 価

うち差益 うち差損

金 銭 の 信 託 491 491 ― ― ― ― ― ― ― ―

平成１６年度末

   差損益区　　分 貸借対照表

計 上 額
時 価

うち差益 うち差損

金 銭 の 信 託 ― ― ― ― ―

・運用目的の金銭の信託

（単位：百万円）

平成１６年度上半期末 平成１７年度上半期末

区　　分
貸借対照表計上額

当期の損益に含まれた
評 価 損 益 貸借対照表計上額

当期の損益に含まれた
評 価 損 益

運用目的の金銭の信託 491 ▲8 ― ―

平成１６年度末

区　　分
貸借対照表計上額

当期の損益に含まれた
評 価 損 益

運用目的の金銭の信託 ― ―

・満期保有目的・責任準備金対応・その他の金銭の信託 　　　　　　　

  該当ありません。
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４４４４．．．．上上上上半半半半期期期期報報報報告告告告貸貸貸貸借借借借対対対対照照照照表表表表
（単位：百万円，％）

平成１６年度上半期末
（平成１６年９月３０日現在）

平成１７年度上半期末
（平成１７年９月３０日現在）

平成１６年度末要約貸借対照表
（平成１７年３月３１日現在）

期　別

科　目 金　　　　　額 構成比 金　　　　　額 構成比 金　　　　　額 構成比

（（（（　　　　　　　　資資資資産産産産のののの部部部部　　　　　　　　））））

現 金 及 び 預 貯 金       ３，６９７ 4.0       ３，８２４ 3.4     ３，６７６ 3.6
金 銭 の 信 託        ４９１ 0.5        ― ―             ― ―

有 価 証 券   ８１，８６２ 88.8   １０２，１５８ 90.2      ９１，３２０  89.6

   （　　うち国 債　 ） （   ６９，５７２） （   ８６，６９９） （  ７８，６４８）

   （　  う ち 地 方 債     　  ） （     ５，９０４） （     ６，６０２） （    ５，９１６）

   （　　うち社 債　 ） （     ２，１５１） （     ２，６６５） （    ２，１５６）

   （　　うち株 式　 ） （     ４，２３４） （     ５，６８５） （    ４，５９８）

貸 付 金    ３，２７２ 3.5    ４，１５５ 3.7      ３，７８３   3.7
保 険 約 款 貸 付    ３，２７２    ４，１５５      ３，７８３

不 動 産 及 び 動 産         ３５ 0.0         ２９ 0.0           ３５  0.0

（　う  ち  不  動  産　　）  （           ２）  （           ４）    （          ４）

代 理 店 貸 ８ 0.0 ６ 0.0           ４  0.0
再 保 険 貸 ２１４ 0.2 ２０２ 0.2           ２４０   0.2
そ の 他 資 産 ２，６５０ 2.9 ２，８３０ 2.5      ２，９１２   2.9

貸 倒 引 当 金 ▲ １ ▲ 0.0 ▲ ３ ▲ 0.0          ▲ １ ▲ 0.0

資 産 の 部 合 計 ９２，２３０ 100.0 １１３，２０３ 100.0 １０１，９７１    100.0

（（（（　　　　　　　　負負負負債債債債のののの部部部部　　　　　　　　））））

保 険 契 約 準 備 金    ７９，６４５ 86.4    ９８，５１０ 87.0  ８８，３６６ 86.7

 支 払 備 金                     ９３８      １，０６７ ９７９

 責 任 準 備 金                ７８，４９８    ９７，２１５ ８７，１１０

 契 約 者 配 当 準 備 金             ２０８ ２２６     ２７６

代 理 店 借       １９７   0.2       １９５   0.2        １８６  0.2

再 保 険 借        ７５  0.1        ８９  0.1         ５０  0.0

そ の 他 負 債       ４７１ 0.5       ８３１ 0.7        ６０６  0.6

価 格 変 動 準 備 金        ９３  0.1        １１８  0.1         ９５  0.1

繰 延 税 金 負 債      ６２６  0.7      ９６１  0.8     ８７０  0.9

負 債 の 部 合 計 ８１，１０９   87.9 １００，７０６   89.0 ９０，１７５  88.4

（（（（　　　　　　　　資資資資本本本本のののの部部部部　　　　　　　　））））

資 本 金 １０，０００ 10.8 １０，０００ 8.8 １０，０００ 9.8

利 益 剰 余 金   ▲ ５４８ ▲ 0.6   ▲ ２０１ ▲ 0.2 ＊1       ▲ ４９９ ▲ 0.5

中 間 未 処 理 損 失   ５４８   ２０１ ＊1         ４９９

 中 間 純 利 益      ４５      ２９７              ９５

株 式 等 評 価 差 額 金  １，６６９ 1.8  ２，６９８ 2.4 ２，２９５ 2.3

資 本 の 部 合 計 １１，１２０ 12.1 １２，４９７ 11.0 １１，７９６ 11.6

負 債 及 び 資 本 の 部 合 計 ９２，２３０ 100.0 １１３，２０３ 100.0      １０１，９７１ 100.0

（注） ＊１ 平成１６年度末要約貸借対照表の中間未処理損失・中間純利益は、それぞれ当期未処理損失、当期純利益を示しています。
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５５５５．．．．上上上上半半半半期期期期報報報報告告告告損損損損益益益益計計計計算算算算書書書書
   （単位：百万円，％）

平成１６年度上半期

平成１６年４月１日から

平成１６年９月３０日まで

平成１７年度上半期

平成１７年４月１日から

平成１７年９月３０日まで

平成１６年度要約損益計算書

平成１６年４月１日から

平成１７年３月３１日まで

期　別

科　目
金　　　　　額 百分比 金　　　　　額 百分比 金　　　　　額 百分比

経 常 収 益      １６，２２１ 100.0      １８，５１０ 100.0 ３２，７９３ 100.0

保 険 料 等 収 入      １５，３１９ 94.4      １７，４８２ 94.4 ３０，９００ 94.2

( う ち 保 険 料 ）  （ １４，８７１）  （ １７，４４０） （ ３０，３７８）

資 産 運 用 収 益           ７３７  4.5           ９６６ 5.2 １，６１３  4.9

（うち利息及び配当金等収入） （ ７２２） （ ９２６） （ １，５６２）

（うち売買目的有価証券運用益） （ １４） （ ３０） （ ２８）

（ う ち 有 価 証 券 売 却 益 ） （ －） （ ９） （ ２１）

そ の 他 経 常 収 益           １６５   1.0           ６０   0.3 ２７９  0.9

経 常 費 用      １５，９８０ 98.5      １７，８７１ 96.6 ３２，３３６ 98.6

保 険 金 等 支 払 金        ４，７７８  29.5        ４，６３６  25.0 ９，４７０  28.9

（ う ち 保 険 金 ） （ １，４６２） （ ９７４） （ ２，５０３）

（ う ち 年 金 ） （ １０６） （ ５７） （ １９４）

（ う ち 給 付 金 ） （ ４５４）         （４３１） （ １，０２９）

（ う ち 解 約 返 戻 金  ） （ ２，５８８） （ ２，９８１） （ ５，４１７）

（ う ち そ の 他 返 戻 金  ） （ １８） （ １６） （ ３７）

責 任 準 備 金 等 繰 入 額       ８，３０４  51.2     １０，１９３  55.1 １６，９１５  51.6

 支 払 備 金 繰 入 額            －            ８８              －

 責 任 準 備 金 繰 入 額       ８，３０４     １０，１０５      １６，９１５

  契約者配当金積立利息繰入額 ０ ０ ０

資 産 運 用 費 用            １２  0.1            ５  0.0 ２５  0.1

（ う ち 支 払 利 息 ） （ ０） （ ０） （ ０）

（うち金銭の信託運用損） （ ８） （ －） （ １４）

（ う ち 有 価 証 券 売 却 損 ） （ －） （ ０） （ ３）

事 業 費       ２，６６７ 16.4       ２，８４４ 15.4 ５，３０６ 16.2

そ の 他 経 常 費 用          ２１６ 1.3          １９１ 1.0 ６１８ 1.9

経 常 利 益          ２４１ 1.5          ６３８ 3.4     ４５７  1.4

特 別 損 失            １９  0.1            ２３  0.1 ２２  0.1

契 約 者 配 当 準 備 金 繰 入 額           １０６ 0.7           １０６ 0.6 ２２１ 0.7

税 引 前 中 間 純 利 益          １１６ 0.7          ５０８ 2.7  ＊1     ２１３ 0.6

法 人 税 及 び 住 民 税          ６５ 0.4         ３４７ 1.9 ２２３    0.7

法 人 税 等 調 整 額            ５ 0.0         ▲１３７ ▲0.7 ▲ １０５ ▲ 0.3

中 間 純 利 益          ４５  0.3          ２９７  1.6    ＊2       ９５ 0.3

前 期 繰 越 損 失 ５９４           ４９９           ５９４

中 間 未 処 理 損 失 ５４８  ２０１    ＊3     ４９９

（注） 
＊1　平成16年度決算の税引前当期純利益
＊2　平成16年度決算の当期純利益
＊3　平成16年度決算の当期未処理損失
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　　　　　　上上上上半半半半期期期期報報報報告告告告貸貸貸貸借借借借対対対対照照照照表表表表及及及及びびびび上上上上半半半半期期期期報報報報告告告告損損損損益益益益計計計計算算算算書書書書作作作作成成成成のののの基基基基本本本本ととととななななるるるる事事事事項項項項
平成１7年度上半期

１．有価証券の評価基準及び評価方法

有価証券（現金及び預貯金・買入金銭債権勘定のうち有価証券に準じるもの及び金銭の信託において信託財産として運用している有価証

券を含む）の評価は、売買目的有価証券については時価法（売却原価の算定は移動平均法）、満期保有目的の債券については移動平均法に

よる償却原価法（定額法）、その他有価証券のうち時価のあるものについては、9月末日の市場価格等に基づく時価法（売却原価の算定は

移動平均法）、時価のないものについては、取得差額が金利調整差額と認められる公社債については移動平均法による償却原価法（定額法

）、それ以外の有価証券については移動平均法による原価法によっております。

なお、その他有価証券の評価差額については、全部資本直入法により処理しております。

２．不動産及び動産の減価償却の方法

不動産・動産の減価償却は、定率法により年間見積額を期間により按分し計上しております。

３．自社利用のソフトウエアの減価償却方法

その他資産に計上している自社利用のソフトウェアについては、利用可能期間に基づく定額法により行っております。

４．引当金の計上基準

(1)貸倒引当金

貸倒引当金は、資産の自己査定基準および償却・引当基準を準用して個別に見積った回収不能見込額を計上しております。破産、民事再

生等、法的・形式的な経営破綻に陥っている債務者（以下「破綻先」という）に対する債権および実質的に経営破綻に陥っている債務者（

以下「実質破綻先」という）に対する債権については、債権額から担保の回収可能見込額を控除し、その残額を計上しております。

(2)価格変動準備金

価格変動準備金は、保険業法第115条の規定に基づき算出した額を計上しております。

5．外貨建の資産及び負債の本邦通貨への換算基準

    外貨建資産は、決算日の為替相場により円換算しております。

6．ヘッジ会計の方法

ヘッジ会計の方法は、「金融商品に係る会計基準の設定に関する意見書」（企業会計審議会  平成11年1月22日）に従い、外貨建預金につ

いては為替の振当処理を行っております。

7．消費税等の会計処理

消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。ただし、事業費等の費用は税込方式によっております。

なお、資産に係る控除対象外消費税等のうち、税法に定める繰延消費税等については、その他資産に計上の上5年間で均等償却しておりま

すが当上半期の償却額は、年間見積額を期間により按分し計上しております。

また、繰延消費税等以外のものについては、費用処理しております。

8．責任準備金の積立方法

責任準備金は、保険業法第116条の規定に基づく準備金であり、保険料積立金については保険業法施行規則第69条第4項第4号の規定に基

づいて「保険料及び責任準備金の算出方法書」に定められた計算基礎（予定死亡率ならびに予定利率等）を用いて、5年チルメル式または平

準純保険料式により計算しております。なお、当上半期はこの5年チルメル式により計算された保険料積立金を上回る積立を586百万円行っ

ており、これにより5年チルメル式により計算された保険料積立金を上回る金額は累積で6,141百万円となっております。

9．固定資産の減損に係る会計基準

  当中間期より、固定資産の減損に係る会計基準（「固定資産の減損に係る会計基準の設定に関する意見書」（企業会計審議会 平成14年8月9日

））及び「固定資産の減損に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第6号 平成15年10月31日）を適用しております。なお、これに

よる影響額はありません。
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注注注注記記記記事事事事項項項項
（貸借対照表関係）

平成１7年度上半期末

1. 貸付金のうち、破綻先債権、延滞債権、３ヵ月以上延滞債権および貸付条件緩和債権の該当はありません。

2. 不動産及び動産の減価償却累計額は102百万円であります。

3. 上半期報告貸借対照表に計上した動産の他、リース契約により使用している重要な動産として電子計算機およびその周辺機器等があります。

4. 契約者配当準備金の異動状況は次のとおりであります。

イ．前年度末現在高          276百万円

ロ．当中間期契約者配当金支払額 156百万円

ハ．利息による増加等          0百万円

ニ．契約者配当準備金繰入額    106百万円

ホ．当中間期末現在高         226百万円

5. （１）金融システム改革のための関係法律の整備等に関する法律附則第140条第5項の規定に基づき生命保険契約者保護機構が承継した旧保険契

約者保護基金に対する当中間期末における当社の今後の負担見積額は28百万円であります。なお、当該負担金は拠出した年度の事業費として処

理しております。

（２）保険業法第259条の規定に基づく生命保険契約者保護機構に対する当中間期末における当社の今後の負担見積額は184百万円であります。

なお、当該負担金は拠出した年度の事業費として処理しております。

6. 担保に供されている資産の額は159百万円であります。なお、担保付き債務の額はありません。

7. その他負債には、訴訟懸案事案のうち将来見込まれる損失相当額196百万円を計上しています。なお、当該引当金は商法施行規則第43条に規定す

る引当金であります。

8. 資本の欠損の額は、201百万円であります。

9. 保険業法施行規則第71条第1項に規定する再保険を付した部分に相当する責任準備金（以下「出再責任準備金」という｡）の金額は162百万

円であります。

注注注注記記記記事事事事項項項項
（損益計算書関係）

平成１7年度上半期

１．有価証券売却益の内訳は、国債等債券 9百万円であります。
２．有価証券売却損の内訳は、国債等債券 0百万円であります。

３．責任準備金繰入額の計算上、差し引かれた出再責任準備金繰入額の金額は16百万円であります。

４．利息及び配当金等収入の内訳は次のとおりであります。

   預貯金利息             0百万円

   有価証券利息・配当金   864百万円

   貸付金利息            62百万円

   その他利息配当金        0百万円

      計              926百万円

５．１株あたり中間純利益の金額は1,489円82銭であります。
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６６６６．．．．経経経経常常常常利利利利益益益益等の等の等の等の明明明明細細細細（基礎（基礎（基礎（基礎利利利利益益益益））））

　（単位：百万円）

平成１６年度上半期 平成１７年度上半期 平成１６年度

基礎利益　　　　　　　　　　Ａ ＊1       295 ＊2        629 ＊3        501

キャピタル収益 14 39 50

金銭の信託運用益 ― ― ―

売買目的有価証券運用益 14 30 28

有価証券売却益 ― 9             21

金融派生商品収益 ― ― ―

為替差益 0 0 0

その他キャピタル収益 ― ― ―

キャピタル費用 8 0 17

金銭の信託運用損 8 ― 14

売買目的有価証券運用損 ― ― ―

有価証券売却損 ― 0 3

有価証券評価損 ― ― ―

金融派生商品費用 ― ― ―

為替差損 ― ― ―

その他キャピタル費用 ― ― ―

キャピタル損益　　　　　　　　　Ｂ ５ 39 32

キャピタル損益含み基礎利益　Ａ＋Ｂ 301 668 534

臨時収益 ― ― ―

再保険収入 ― ― ―

危険準備金戻入額 ― ― ―

その他臨時収益 ― ― ―

臨時費用 59 30 76

再保険料 ― ― ―

危険準備金繰入額 58 28 76

個別貸倒引当金繰入額 0 2 0

特定海外債権引当勘定繰入額 ― ― ―

貸付金償却 ― ― ―

その他臨時費用 ― ― ―

臨時損益　　　　　　　　　　　　Ｃ ▲59 ▲30 ▲76

経常利益　　　　　　　　Ａ＋Ｂ＋Ｃ            241 638          457
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７７７７．．．．債債債債務務務務者者者者区区区区分分分分にににによよよよるるるる債債債債権権権権のののの状状状状況況況況

（単位：百万円，％）

区　　　　分 平成１６年度上半期末 平成１７年度上半期末 平成１６年度末

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 ― ― ―

危険債権 ― ― ―

要管理債権 ― ― ―

小計
（対合計比）

―
（　　　　　―　）

―
（　　　　　―　）

―
（　　　　　―　）

  正常債権 3,302 4,199 3,816
合計 3,302 4,199 3,816

（注）１． 破産更生債権及びこれらに準ずる債権とは、破産手続開始、更生手続開始又は再生手続開始の申立て等の事由に
     より経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権です。

     ２． 危険債権とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財政状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債
          権の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権です。

３． 要管理債権とは、3ヵ月以上延滞貸付金及び条件緩和貸付金です。なお、3ヵ月以上延滞貸付金とは、元本又は
    利息の支払が、約定支払日の翌日から3ヵ月以上遅延している貸付金（注１及び２に掲げる債権を除く。）、  
    条件緩和貸付金とは、債務者の経営再建又は支援を図ることを目的として、金利の減免、利息の支払猶予、元本
    の返済猶予、債権放棄その他の債務者に有利となる取決めを行った貸付金（注１及び２に掲げる債権並びに3カ
    月以上延滞貸付金を除く。）です。

     ４． 正常債権とは、債務者の財政状態及び経営成績に特に問題がないものとして、注１から３までに掲げる債権以外
          のものに区分される債権です。　

８８８８．．．．リリリリススススクククク管管管管理理理理債債債債権権権権のののの状状状状況況況況

　　該当ありません。
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９９９９．．．．ソソソソルベルベルベルベンンンンシシシシーーーー・・・・ママママージージージージンンンン比比比比率率率率

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

項　　　目
平成１６年度
上半期末

平成１７年度
上半期末

平成１６年度末

ソルベンシー・マージン総額　（Ａ） 20,796 24,353 22,894

資本の部合計 9,335 9,682 9,500

価格変動準備金 93 118 95

危険準備金 1,241 1,286 1,258

一般貸倒引当金 － － －
その他有価証券の評価差額×９０％
（マイナスの場合１００％） 2,352 3,803 3,235

土地の含み損益×８５％
（マイナスの場合１００％） － － －

負債性資本調達手段等 － － －

控除項目 － － －

その他 7,773 9,462 8,803

リスクの合計額
4

2
732

2
1 )( RRRRR ++++ （Ｂ） 1,398 1,499 1,435

保険リスク相当額　　　　　Ｒ1 1,132 1,131 1,154

予定利率リスク相当額　　　Ｒ2 77 73 70

資産運用リスク相当額　　　Ｒ3 643 815 681

経営管理リスク相当額　　　Ｒ4 55 60 57

最低保証リスク相当額　　　Ｒ7 － － －

ソルベンシー・マージン比率
　　　　　　　 （Ａ）
　　　　 （１／２）×（Ｂ） 2,974.4％ 3,247.4% 3,190.2%

（注）１．上記は、保険業法施行規則第８６条、第８７条、第１６１条、第１６２条及び第１９０条、
　　　　　平成８年大蔵省告示第５０号の規定に基づいて算出しています。
      ２．「資本の部合計」は、貸借対照表の「資本の部合計」から、株式等評価差額金を控除した額
           を記載しています。なお、上半期末においては前事業年度末における翌期配当所要額の
           ２分の１も控除しています。

（（（（参参参参    考考考考））））実実実実質質質質資資資資産産産産負負負負債債債債差差差差額額額額

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：百万円）

項　　　目
平成１６年度
上半期末

平成１７年度
上半期末

平成１６年度末

資産の部に計上されるべき金額の合計額        （１） 91,925 113,406 102,671

負債の部に計上されるべき金額の合計額を基礎として
計算した金額                                  （２） 71,061 88,314 78,721

実質資産負債差額Ａ          （１）－（２）＝（３） 20,864 25,092 23,950

満期保有目的の債券・責任準備金対応債券の含み損益 （４） ▲305 202 700

実質資産負債差額 B          （３）－（４） 21,169 24,889 23,250

×１００
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（注）１．「実質資産負債差額Ａ」は、「保険業法第１３２条第２項に規定する区分等を定める命令」
第３条および「平成 11 年金融監督庁・大蔵省告示第２号」の規定に基づき算出しています。

２．「実質資産負債差額Ｂ」は、「保険業法第１３２条第２項に規定する区分等を定める命令」
第３条および「平成 11 年金融監督庁・大蔵省告示第２号」の規定に加え、金融庁監督指針
Ⅱ－２－２－６に基づき算出しています。

３．「実質資産負債差額Ｂ」は、「実質資産負債差額Ａ」から満期保有目的の債券および責任準
備金対応債券の時価評価額と帳簿価額の差額を控除したもので、「保険業法第１３２条第２
項に規定する区分等を定める命令」第３条第３項に該当する場合の早期是正措置適用に際
し使用される実質資産負債差額です。
なお、満期保有目的の債券および責任準備金対応債券の残高は６～７ページに記載してい
ます。

１１１１００００．．．．特特特特別別別別勘勘勘勘定定定定のののの状状状状況況況況

　　該当ありません。

以   上
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